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今回の研究会は､北 は東北､南は九州に至 る各地 か ら40名 以上 もーの参 加者

をえた｡ 延に 5日間にわた る大規模を研究会であっ た｡ こうい う研究会は､と

もす ると年会 とさして変 らぬ報告 の羅列にを り-参加者は退屈疲労す るばか り

で､得 る所少 く終 りが ちであるO これ を実 のある ものにす るためには､充分を

準備と計画が 必要 でこあっ た｡果 して今 回の研究会が どうー.であっ たかは､参加者

の判断に任せ る事 に L,て､ ここでは世話人の一人 として二裏話 を らぬ感想 めい

た事を書い てみ よう-と思 う｡

まず研 究会の主題につ いてo 二 次相転移 とい うと_ 琴象は似 ていて も_ それ

を起す物質は無数にある｡ 従ってここでは まず対象を しぼ る事 が必要 であった｡

その結果 ､ まず超伝導 超流動関係 は別の研究会を持っ たので除 き､又 誘電体 も

除 いて_-殆ん ど磁性体 に限 声事 'itをっ たO 次に その上 で､テー マを熱力学的 関

数の異常 性 と それ に関連 したダイナ ミカ}t,奇問琴に L!ぼっ たO しか し､ ダイ

･ナ ミカ}L,を問題に関す る限 り､世話人の現状認識の不尽か ら､必ず LJもこの逮

りに行 か をかつた ようであ る0-万_不 可逆 過程関係 では､最初 昼研究会通知

(物性研 究 3 186)にあるようをい くつ かの テー マに L,ぼ る予定やいたが､ そ

の後 この計画は実行不可能 と希って､Brown運勢やTherⅡaldisもmbance

の 問題が主要テー マ とをっ た｡ これはよい として も_最初の計画が殆ん ど実現

され奇かったの は_世 話人の問題認識の不足 と併 せて､ この種の研究会の一種

の限界を表わ して.い るように も思われ る. 即ち､ この葛の研究 会は どうして も

で き上っ た仕事の報告が主にを り､ あ る特定の関原を一つの角度 か ら考 え直 し

てみる とい う目的のためには､少 数グルー プの_ かを り長期にわた る研究会が

必要 の棟 に思われ る｡

一次に研究 会の進 め方 についてo主 題を LJ-ぼっ た といっ て もL,ぼ り切れをいa)

が研究会 の樽徴であ るが_個々の研究発表を羅列す るだけで貴 く､少 しで もま

とめ るために考 え出したのが､各 日毎 にテー マ と司会者を きめて､ 司会者 に半
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ば独断的に進行 していた遍 くとい う方法 である｡ これは､世話人 と司会者の間

の連絡が早 くかも とれ ていた場 合は成功 したが､ それ以外では必ず しもうま く

･行っ たとは いえ%.いO ここ_-で も世 話人の現状認識の不足が禍 した事は認 めねば[.

を らをいo又､ 5日間 とい う長期研究会で_参加者の疲労を防 ぐため と､又交

流を行 うために､ 3日昌の午後､大文字山- レク t]エー シヨンを行ったが､_こ

れは少 し強行軍に過ぎたようであっ た｡む しろ､懇親会を行っ た方が よかった

か もしれをい｡

次に参 加者の構成について｡今 回は第一線の研究者が大勢集 ま り社章現だっ た

が_反面いささか親密式的であっ た とい う批判 もある｡若手の参加者が少をい

とい う轟 について､菅田 さん批判があるがー世話人 としては参加資格に第-級

研究者 と若手の区別はつ けていをい｡ 従ってでき上った仕事のあるを Lにかか

わ らずt参加したい人 は参加できるようにをっ てい る｡ しか し､若手自身 とし

て は､や は り特定の問題意識を もって参加 しー討論に加われ るようにした方が

望ましい と思 う｡ そのためには_今回の よ うを大型研究会 より､韓定のテー マ

についその少数グルー プの方が よいか もL,れ希い . 又_成人教育的研究会を持

っ事 も考 えられ る示∴ とれば果 して どれだ け有効か､私 自身は疑問であ る.

最後に世帯人の構成 につ いて& 放言を少 しO今回の･世話人はー いわは一国-

城の主四人に足軽二人 とい う感 じであらた｡ それ も主が東京 .名古屋 ,京都

に 分散 していて､足軽は よろしくかけず りまゎされたのだが､やは り一 つの研

一発会に主四人は多す ぎたと思 うo主が多労 ればそれ だけ一つの事 も決めにく く､

又四人寄っ て文殊の知恵 と も宥 かれ ､.よ う一恵あ-る去塵 想は-..r独 裁的主- 人 に 足

軽 1乃至 2名 とい う所 だろ うがoI一

以上放 言を もつ,て LJめ くくりとしますO
-■-1

(研究会の日中に レク t)エー 鞍ヲ上 し て大文字山へ のぼっ た時の写真がJ_,ヽr
出来 てい ます｡-蘭 希望ぬ方は 京大理物理 ,-1IT崎 億 束 まで御連絡下 さい｡

京都での-'各科会 の際 お渡 しい一たします)
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